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　ナノテクノロジーフォーラム（以下NFM）は、早稲田大学におけるナノテクノロジーおよび生命・医科学分野における先

端研究を展開するナノ・ライフ創新研究機構を母体として産官学の連携を進め、更なる研究の発展およびイノベーション

を育む【場】として活発な活動を続けております。

　「健康・医療」、「環境・安全」、「クリーンエネルギー」、「グリーンエレクトロニクス」、「加工・計測・分析」の5分野を中心に近

年の研究の分野間連携に対応してIoT、モビリティ技術を活用するなど幅広い分野を対象としております。

　早稲田大学が誇る、一流の研究陣に加え産業界等において卓越した業績を積んだ研究戦略監を擁し、常に新しい変化を

求める産業界への情報発信を行っております。また、研究成果の社会還元、産学協働支援とともに産業界に関わる人材の

育成を目指しております。

｠

　具体的には例年の活動の中で、先端研究等に関するシンポジウム、ワークショップを通して様々な話題提供を行ってお

り、関連企業の見学会などでは、相互の理解とさまざまな気づきの機会を設ける活動となっております。

また、本学の学生と企業を結びつける会員企業による技術紹介会や、会員企業間の若手交流・勉強会など、学生や将来を

嘱望される企業の若手研究者の育成等、多岐にわたる活動を行っています。

　本冊子では、活動の一環として2016年度から始めた当会の先鋭若手研究者へのインタビューを通じて先生方の素顔に

迫り、研究紹介をご案内します。会員の皆様の事業計画の一助、当会研究者とのコンサルティング・共同研究などのきっか

けになれば幸いです。

　2001年文部科学省COEプログラム「分子ナノ工学」への採択を契機として、公

的資金の支援のもと、実践的なナノテクノロジー研究教育拠点＝ナノ理工学研究

機構の形成に注力して参りました。ドライ、ウェットいずれの微細加工にも対応可能

な設備を備えた、世界でも類を見ないナノテクノロジーリサーチセンター（NTRC)

は、学生も含めて300名近い研究者が集う研究施設となっています。

　また、2004年に発足した産学官連携プラットフォームであるナノテクノロジー

フォーラム（NFM)を通して、研究と交流を通した人材育成と社会への発信を進め

ております。これらの実績を引き継ぎ、環境・エネルギー、医薬、情報通信にまたが

る不連続なイノベーションを横断的に支える基盤拠点として、2015年に【ナノ・ラ

イフ創新研究機構】を創設しました。7つのプロジェクト研究所に所属する気鋭の研

究者が大学院生らと共に、20を超える大型公的研究プロジェクトと、企業との多彩

な共同・受託研究を展開しています。本機構発の研究成果がトリガーとなって新た

な技術が創出され、ともに育った若手人材がその産業の担い手となって羽ばたい

てくれることを期待しております。

　皆様方におかれましては、NFMをご活用いただけますと幸甚でございます。

会長ごあいさつ

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム 早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構

産官学連携・海外連携による
ボーダレスな研究教育の推進
　本機構は、前身のナノ理工学研究機構とASMeWで実

績を重ねた研究者と、最先端の装置群を結集しました。世

界でもトップレベルと自負する研究者・学生達の自由な発

想によるシーズの創出、基盤強化の裏付けのもと、世界的

課題を見据えたバックキャスティング型の研究開発を積極

的に推進して参ります。新設されたスマートエナジーシス

テム・イノベーションセンター（120号館）を中心に、学際的

大型研究費の導入に向けた体制を整備しながら、産官学

連携によるナノ・ライフイノベーション研究の世界的なプ

ラットフォームを形成、若手研究者や技術者の高度教育機

能も強化し、社会の要請に応えうる人材の育成に努めま

す。また、学会との連携強化を図り、国際会議・大会等を主

催することで本機構の国際認知度を向上させ、海外も含

めた連携研究体制を構築します。国内外の優秀な人材を

獲得し、ナノテクノロジーを基盤としたボーダレスな研究

を推進します。

副機構長

庄子 習一
早稲田大学理工学術院　教授

副機構長

朝日 透
早稲田大学理工学術院　教授

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム

会長　大林 秀仁

株式会社日立ハイテクノロジーズ　名誉相談役

（株式会社日立ハイテクノロジーズ取締役兼代表執行役社長、

取締役会長を歴任）

早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構

機構長　黒田 一幸

早稲田大学理工学術院　教授

機構長ごあいさつ
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ナノテクデバイス研究所群

ナノ・メソ材料基盤研究所群

　　●グリーンユニット（グリーンデバイス・システム研究）　　●ASMeWユニット（ライフサポートデバイス・システム研究）

　本研究所では、化学物質や生物そして医療分野におけるリスクの総合管理に関して社会の認識の向上を図り、持続可能な発

展に資するため、学生・院生を含む社会人を対象に勉強会を開講する実践を通して、科学的知見と論理的思考によって規範を

構築するあり方や規範科学（レギュラトリーサイエンス）に関わる教育のあり方などについて調査研究をします。また、規範科学

およびその関連分野における先端的な研究を産官学連携で推進し、実践科学的側面から規範を構築するあり方を検証します。

具体的には、①バイオサイエンス・エンジニアリング研究の推進、②ヘルスフード科学研究、③レギュラトリーサイエンス研究、

④バイオマーカー解析研究、⑤生命情報解析研究を柱として、環境・医療・健康・食などの重要課題の研究拠点化を目指します。

規範科学総合研究所 ● 所長 竹山 春子（早稲田大学理工学術院 教授）

　今後、我が国がすでに突入している超高齢化社会において、経済活動の活性化を進めるために、高齢者を含めた人類の生活

を支える科学技術の飛躍的延伸が求められています。この状況下で我々は、生活習慣病など疾病の危険性を日常の生活の中

で早期かつ簡便に検知するための、超小型バイオセンサを開発してきました。このバイオセンシングシステムに加えて、更なる

発展を目指して次世代蓄電エネルギー連携研究所を統合し、エネルギー・蓄電池診断センシングを取り込み、日常の生活の中

で活用されるセンシングシステムを人間と機械の協奏化による調和を目指したものとして、総合的な診断システム開発に注力

していきます。具体的には、バイオセンシングとしては、疾病予測および健康予測に係るバイオマーカーを対象に、界面設計と

その最適化に取り組み、尿や唾液、汗などの扱いやすい検体での低侵襲検査のためのシステムの開発を推進します。また、我

が国のエネルギー政策の基盤となる蓄電池の有効活用にむけた定置用蓄電池や電気自動車の導入に寄与する蓄電池の診断

技術として、特に劣化による状況を非破壊で分別できる高信頼エネルギーシステムを開発しています。最終的にはこれらの診

断法を統合的に人と機械の協奏を進めるプロジェクトとして、ライフ・イノベーションを展開していきます。 

ライフサポートイノベーション研究所                                ●
所長｠逢坂｠哲彌（ナノ・ライフ創新研究機構 特任研究教授・名誉機構長／早稲田大学ライフサポートイノベーション研究所 所長）

　情報通信の爆発的増大による通信機器の消費電力急増は、世界的に深刻な社会問題となっています。特に、インターネット

において信号を転送するルータや、膨大なデータを蓄積し、転送するデータセンターに設置されたサーバなどで顕著です。本

研究所では、多段並列処理チップ間から個々のLSI間に至るまで、信号遅延がほとんどない低消費電力・高速信号処理を可能と

する光配線を実現し、さらなる情報社会の発展に貢献することを目指します。アーキテクチャからデバイス、プロセス、システム

まで総合的に検討し、大規模シリコン細線導波路光スイッチマトリクス技術による低消費電力・高速化、超高速光信号処理素子

技術による高速効率化、ヘテロ素子ハイブリッド集積化技術による効率的な製造技術の研究開発を推進します。

低消費電力光インターコネクション研究所 ● 所長 宇髙 勝之（早稲田大学理工学術院 教授）

　地球温暖化に代表される環境問題では、エネルギー創生と省エネルギー技術間のエネルギー変換技術が重要です。たとえ

ば、電力変換を担うデバイスは、機器の省エネ運転と快適性を実現しており、光電変換を利用した太陽光発電は新エネルギー

機器にも使用され、電力を効率よく取り出し、商用の電源系統に安定に供給する役目が期待されています。さらに、光-光変換

による超消費電力光通信技術も今後が期待されています。本研究所では、①パワー半導体デバイス、②光電変換材料の新合

成変換プロセスと評価、③超低消費電力光スイッチ、④パワー半導体や光子材料への電極形成や実装技術の基礎技術研究開

発を推進します。

グリーンデバイス研究所 ● 所長 川原田 洋（早稲田大学理工学術院 教授）

　今日の社会を支える先端技術には、多くの希少元素が用いられています。希少元素の安定的供給、あるいは不使用・代替・回

収などに資する材料創成・解析技術の開発は、わが国の産業発展のためにも重要な課題です。本研究所では、実社会で求めら

れる材料と基礎化学とを結ぶ「メソスケール」の化学、およびそれに立脚した材料設計手法の確立を目的としています。具体的

には、①ナノレベルでの構造が規定されたビルディングブロックの集積化による高次構造体の設計、②組成の精密制御、③低

環境負荷元素の利用を主軸にしたメソポーラス材料や無機／有機ハイブリッドメソ構造材料の合成などを進めます。

｠

メソスケール材料研究所 所長 黒田 一幸（機構長／早稲田大学理工学術院 教授）

　本研究所では、4大学ナノマイクロ・ファブリケーションコンソーシアム、6大学連携プロジェクト、ナノテクノロジープラット

フォームなどの学学／産学連携プロジェクトを推進しています。無機材料、有機材料、金属など多種多様な材料に対する三次

元加工技術・装置を有しており、これら最先端の設備利用を通して、共同研究や問題解決の最短アプローチの提供、ナノテクノ

ロジー分野の人材育成・技術者教育などを実施しています。応用展開として、たとえば、微量での分析／計測・バイオ系薬品や

酵素の高効率化学合成等を可能にするナノマイクロシステムの開発と、ポイントオブケアやホームヘルスケアテスティングの

実現、あるいは三次元加工技術による高効率燃料電池の開発などの実現を目指します。

ナノテクノロジー研究所 所長 庄子 習一（副機構長／早稲田大学理工学術院 教授）

　エネルギー・環境問題の解決には、材料と化学プロセスの革新が重要であり、本研究所では、目的に叶った原子・分子の超高

選択的反応、配列および高次構造形成の実用レベルでの達成とそれらを利用するプロセス・システムとのコンカレントな研究

開発による、革新的物質変換プロセス、環境浄化技術の創出を目指しています。資源生産、エネルギー変換、石油精製、石油化

学等の川上産業分野の革新に貢献する、あるいは環境浄化に貢献する、新規触媒、分離膜、吸着剤の開発とそれらを組み込ん

だ省エネルギー・高効率プロセスの研究開発を行っています。また、高機能性炭素材料などの高効率製造プロセスの開発を進

め、新規デバイスの研究開発促進への展開を目指します。

ナノプロセス研究所 ●● 所長 松方 正彦（早稲田大学理工学術院 教授）
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ナノテクノロジーを創出する研究
所群としての「ナノ・メソ材料基盤
研究所群」および、創出される成果
をデバイスへと繋げる「ナノテク
デバイス研究所群」の2つの研究
所群が有機的に連携することで、
研究所単位での自由な発想に基
づく従来型研究を尊重しながら、
将来ニーズの予測に基づいたバッ
クキャスティング型研究も機動的
に推進できる体制を実現します。

ナノ・ライフ創新研究機構

Nano&Life Innovation

参画するプロジェクト
研究所群

120号館スマートエナジーシステム・　　

イノベーションセンター

※COI-S、RISING2、ALCA-SPRING
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早稲田大学ナノテクノロジーフォーラムとは

　早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム（略称NFM)は2004年よりナノテクノロジーによる産業立国を期して、早稲田大学がナノテクノ

ロジーに関する産官学の連携を進める「場」として誕生しました。

ナノテクノロジーは今やモノづくりの基盤拠点として様々な産業分野で用いられています。そこで、NFMは早稲田大学のナノテクノロジー

の研究拠点であるナノ・ライフ創新研究機構を母体としてより広い産業分野と連携を深め、相互補完によって研究成果の社会還元、人材育

成、産学協働等によるナノテクノロジーの研究拠点形成展開活動を支援することを目指していきます。

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラムの活動

早稲田大学ナノテクノロジーフォーラムの概要

NFMは「健康・医療」「環境・安全」「クリーンエネルギー」「グリーンエレクトロニクス」「加工・計測・分析」の5つの研究分野について各種活動

を行っています。

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

ナノテクノロジーフォーラム

NANO TECHNOLOGY FORUM

若手交流・勉強会 会員企業による技術紹介 企業見学会

プロジェクト研究所
ナノプロセス研究所
ナノテクノロジー研究所
メソスケール材料研究所
ライフサポートイノベーション研究所
規範科学総合研究所
グリーンデバイス研究所
低消費電力インターコネクション研究所

●研究リソース
研究者･･･100名余
配備装置･･･100台余
クリーンルーム･･･3室
ドライルーム･･･1室
機器室
化学実験室
バイオ実験室

ナノ・ライフ創新研究機構

コーディネーション
●情報
研究成果報告会の開催
メールによる情報提供

●教育
技術者教育プログラムの企画
キャンパスツアーの実施
企業見学会の実施

●イベント
セミナー
シンポジウムの開催
出張講演会の受託
研究交流会の実施

NFM（CESS※）

●共同研究・受託研究
●研究者養成
●研究施設の提供
●研究ネットワーク
●産学協働大型研究

アクティブな参画

会　員

●製品開発
●研究施設の利用
●最新情報収集
●技術者教育
●学生リクルート

異分野交流
シーズとニーズの
マッチング

入会方法

会員種別および会費をご確認の上、裏面「早稲田大学ナノテクノロジーフォーラム事務局」へお申込み下さい。
※会費は1口の年額を以下の通りとし、1口以上をお申込み下さい。入会金はありません。

会員種別

法人会員A

法人会員B

法人会員C

賛助会員（個人会員）

学内会員

会員資格 年会費

10万円

免　除

免　除

2万円

免　除

情報共有および技術者養成　～産・学が触れ合うキッカケを作ります～

研究者が推進している最新の研究成果や、基礎となる知見をシンポジウムや出張講演で提供することにより産学連携の協働に結び

付けます。また、ナノテクノロジーの最先端技術者に協力しています。

STEP1

個別共同開発、受託研究　～産・学が協働で社会貢献を目指します～

ナノ・ライフ創新研究機構に所属するプロジェクト研究所群が推進する、グリーンサイエンス・ライフサイエンスの最新・最先端の研

究成果を反映させることにより、産業界と協働して新技術を確立し、Made in JAPANで社会に貢献していくことを目指します。

STEP2

産学協働大型研究
STEP2の具体的成果を基盤として、チーム編成を行い大型研究費の申請・獲得に取り組みます。新製品の開発により、役割分担とし

て企業は産業発展に寄与、大学は研究成果を広く公知し、社会貢献に努めます。

【例】大手電機メーカー数社と、ナノ・ライフ創新研究機構が協働し、スマートコミュニティシステムの構築に向けた実証研究を推進しています。
系統用大型蓄電池の運用及び安全性評価を本庄研究センターで展開しています。

STEP3

シンポジウム・セミナー

会員企業による技術紹介

出張講演

企業見学会

若手交流・勉強会

・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

NFM主催のシンポジウムや共催セミナー等を通じて、最新情報の発信や、意見交換を行っています。

NFM会員企業様による、最新技術などの意見交換会を行っております。

ナノ・ライフ創新研究機構に所属する教授および研究者が直接企業に出向き、最新の研究成果など

の講義をいたします。社内研修会やサロン会などでご活用下さい。

本学研究者や異業種他社の会員様と共に、企業や公的な研究機関等を訪問する企業見学会を開催し

ております。

会員企業様の若手を対象に、早稲田大学の研究者および、企業経営のプロフェッショナルを講師とし

た勉強会を開催しております。

ナノテクノロジーフォーラムの趣旨に賛同する企業・団体等

ナノ・ライフ創新研究機構において100万/年以上の共同研究・受託研究をしてい
る企業・団体

CESS（Consortium on Energy Storage System)会則に定める
※入会については別途ご相談下さい。

ナノテクノロジーフォーラムの趣旨に賛同する個人

早稲田大学に所属する教職員・研究員
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